
(57)【要約】

【課題】本発明は、プレス金型に関し、上金型とパッド

との構造を簡略して、素材の押さえを適切にして、金型

の軽量化と騒音の低減及び製造コストの低減を図ること

が課題である。

【解決手段】プレス金型における、上型１０とパッド１

２との連結構造において、前記上型の内側側壁面と、前

記パッドの外周側壁面との間に弾性積層体２を介して、

当該上型とパッドとの両者を連結したプレス金型１とす

る。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
プ レ ス 金 型 に お け る 、 上 型 と パ ッ ド と の 連 結 構 造 に お い て 、
前 記 上 型 の 内 側 側 壁 面 と 、 前 記 パ ッ ド の 外 周 側 壁 面 と の 間 に 弾 性 積 層 体 を 介 し て 、 当 該 上
型 と パ ッ ド と の 両 者 を 連 結 し た こ と 、
を 特 徴 と す る プ レ ス 金 型 。
【 請 求 項 ２ 】
ゴ ム と 鋼 板 と を 積 層 し て 成 る 弾 性 積 層 体 は 、 そ の 積 層 面 を 金 型 の プ レ ス 方 向 と 平 行 に し て
配 設 さ れ て い る こ と 、
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の プ レ ス 金 型 。
【 請 求 項 ３ 】
弾 性 積 層 体 の 取 付 プ レ ー ト は 、 略 Ｌ 字 型 に 形 成 さ れ て 、 そ の Ｌ 字 型 の 一 端 部 に お い て 上 型
の 下 端 面 若 し く は パ ッ ド の 側 部 上 面 に 固 定 さ れ る こ と 、
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の プ レ ス 金 型 。
【 請 求 項 ４ 】
弾 性 積 層 体 の 取 付 プ レ ー ト の う ち パ ッ ド 側 の 取 付 プ レ ー ト は 、 パ ッ ド の 外 周 壁 面 に 設 け た
係 合 用 凹 部 に 嵌 合 す る 係 合 凸 部 が 設 け ら れ て い る こ と 、
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の プ レ ス 金 型 。
【 請 求 項 ５ 】
上 型 の 側 壁 に 内 外 に 貫 通 さ れ る と 共 に 弾 性 積 層 体 を 貫 通 さ せ る こ と の で き る 形 状 と 大 き さ
に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 が 設 け ら れ 、 前 記 弾 性 積 層 体 の 取 付 プ レ ー ト の う ち 上 型 側 の 取 付 プ レ
ー ト は 、 前 記 貫 通 孔 を 跨 ぐ と 共 に パ ッ ド 側 の 取 付 プ レ ー ト の 取 付 位 置 の 部 分 を 避 け た 形 状
と 大 き さ に 形 成 さ れ て い る こ と 、
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の プ レ ス 金 型 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 プ レ ス 金 型 に 係 り 、 詳 し く は 、 上 金 型 と パ ッ ド と の 構 造 を 簡 略 し て 、 素 材 の 押
さ え を 適 切 に し て 、 金 型 の 軽 量 化 と 騒 音 の 低 減 及 び 製 造 コ ス ト の 低 減 を 図 る プ レ ス 金 型 に
関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 に お い て 、 例 え ば 、 自 動 車 用 の 外 装 パ ネ ル 等 の 素 材 を 種 々 の 形 態 に プ レ ス 加 工 す る 金
型 は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 上 下 方 向 に 移 動 す る 上 型 １ ０ と 、 該 上 型 １ ０ に 押 圧 用 の 弾 性 部
材 （ 例 え ば 、 ウ レ タ ン ス プ リ ン グ 、 ガ ス ス プ リ ン グ 等 ） １ １ を 介 し て 弾 性 支 持 さ れ た パ ッ
ド １ ２ と 、 前 記 上 型 １ ０ に 設 け ら れ 前 記 パ ッ ド １ ２ に 一 端 部 が 係 合 す る こ と で 当 該 パ ッ ド
１ ２ を 上 下 移 動 さ せ る サ イ ド ピ ン １ ６ と 、 前 記 パ ッ ド １ ２ に 対 応 さ せ た 下 型 １ ３ と で 構 成
さ れ て い る も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ し て 、 前 記 上 型 １ ０ は 、 パ ッ ド １ ２ に 対 し て 弾 性 部 材 １ １ の 伸 縮 に よ り 、 プ レ ス す る 上
下 方 向 に お い て 相 対 移 動 が 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 プ レ ス 加 工 時 に 、 素 材 １ ４ を 押 圧 し
て 押 さ え 、 更 に 、 パ ン チ に よ る 孔 開 け や 上 下 刃 に よ る 外 周 部 の 切 断 を 行 う も の で あ る （ 例
え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － １ １ ４ ６ ３ ９ 号 公 報 （ 第 １ 頁 ～ ５ 頁 、 第 １ 図 ～ 第 ４ 図 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う す る 課 題 】
し か し な が ら 、 前 記 上 型 １ ０ と 前 記 パ ッ ド １ ２ と の 側 壁 部 に は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 位 置
決 め 且 つ 摺 動 用 の ス ラ イ ド プ レ ー ト １ ５ が 周 囲 に 複 数 設 け ら れ 、 ま た 、 パ ッ ド １ ２ を 上 型
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１ ０ と 共 に 引 き 上 げ る た め の サ イ ド ピ ン １ ６ が 複 数 個 設 け ら れ て い る 。 よ っ て 、 部 品 点 数
が 増 え る と 共 に 、 金 型 の 組 立 に 工 数 が 掛 か り 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 パ ッ ド １ ２ の 形 状 も 複
雑 に な っ て 製 造 コ ス ト が 嵩 む こ と に な る 。 更 に 、 前 記 サ イ ド ピ ン １ ６ が 早 戻 り 機 構 に よ っ
て 上 昇 す る と き に は 、 よ り 早 い 速 度 で 上 昇 し て 、 該 サ イ ド ピ ン １ ６ の 先 端 部 が パ ッ ド １ ２
の 係 合 部 に 衝 突 し て こ れ を 引 き 上 げ る の で 、 衝 突 時 の 音 が 大 き く な っ て 、 工 場 周 辺 の 地 域
に 騒 音 被 害 を も た ら す と い う 課 題 が あ る 。 本 発 明 に 係 る プ レ ス 金 型 は 、 こ の よ う な 課 題 を
解 決 す る た め に 提 案 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 に 係 る プ レ ス 金 型 の 要 旨 は 、 プ レ ス 金 型 に お け る 、 上 型
と パ ッ ド と の 連 結 構 造 に お い て 、 前 記 上 型 の 内 側 側 壁 面 と 、 前 記 パ ッ ド の 外 周 側 壁 面 と の
間 に 弾 性 積 層 体 を 介 し て 、 当 該 上 型 と パ ッ ド と の 両 者 を 連 結 し た こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ゴ ム と 鋼 板 と を 積 層 し て 成 る 弾 性 積 層 体 は 、 そ の 積 層 面 を 金 型 の プ レ ス 方 向 と 平 行 に し て
配 設 さ れ て い る こ と 、 ；
前 記 弾 性 積 層 体 の 取 付 プ レ ー ト は 、 略 Ｌ 字 型 に 形 成 さ れ て 、 そ の Ｌ 字 型 の 一 端 部 に お い て
上 型 の 下 端 面 若 し く は パ ッ ド の 側 部 上 面 に 固 定 さ れ る こ と 、 ；
前 記 弾 性 積 層 体 の 取 付 プ レ ー ト の う ち パ ッ ド 側 の 取 付 プ レ ー ト は 、 パ ッ ド の 外 周 壁 面 に 設
け た 係 合 用 凹 部 に 嵌 合 す る 係 合 凸 部 が 設 け ら れ て い る こ と 、 ；
前 記 上 型 の 側 壁 に 内 外 に 貫 通 さ れ る と 共 に 弾 性 積 層 体 を 貫 通 さ せ る こ と の で き る 形 状 と 大
き さ に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 が 設 け ら れ 、 前 記 弾 性 積 層 体 の 取 付 プ レ ー ト の う ち 上 型 側 の 取 付
プ レ ー ト は 、 前 記 貫 通 孔 を 跨 ぐ と 共 に パ ッ ド 側 の 取 付 プ レ ー ト の 取 付 位 置 の 部 分 を 避 け た
形 状 と 大 き さ に 形 成 さ れ て い る こ と 、 ；
を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に 係 る プ レ ス 金 型 に よ れ ば 、 上 型 か ら パ ッ ド の 外 周 囲 部 の 縁 部 に 荷 重 が 掛 か り 、 素
材 に お い て 荷 重 が 必 要 と さ れ る 箇 所 に 、 荷 重 を 掛 け る こ と が で き る よ う に な る 。
ま た 、 弾 性 積 層 体 を 介 し て パ ッ ド を 上 下 動 さ せ る の で 、 従 来 の よ う な 剛 体 の サ イ ド ピ ン で
パ ッ ド を 引 き 上 げ る 際 の 金 属 同 士 の 衝 突 音 が 、 本 発 明 の プ レ ス 金 型 で は 無 く な り 、 騒 音 が
著 し く 低 減 さ れ る 。
更 に 、 上 型 と パ ッ ド と を 弾 性 積 層 体 で 連 結 す れ ば よ い の で 、 サ イ ド ピ ン 用 の 係 合 部 や ス ラ
イ ド プ レ ー ト の 取 付 部 が 不 要 と な る こ と か ら 、 パ ッ ド の 連 結 部 分 の 形 状 が 従 来 の 形 状 に 比
較 し て 簡 易 な 形 状 と な っ て 製 造 コ ス ト が 低 減 さ れ る 。
ま た 、 パ ッ ド 全 体 を 薄 く し て 軽 量 化 す る こ と が 可 能 と な る 。 従 来 例 に お け る 弾 性 部 材 （ ウ
レ タ ン ス プ リ ン グ 、 ガ ス ス プ リ ン グ 等 ） 、 ス ラ イ ド プ レ ー ト 、 サ イ ド ピ ン 等 が 本 発 明 に お
い て 不 要 と な る の で 、 部 品 点 数 を 大 幅 に 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 本 発 明 に 係 る プ レ ス 金 型 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 発 明 の 理 解 を
容 易 に す る た め 、 従 来 例 に 対 応 す る 部 分 に は 従 来 例 と 同 一 の 符 号 を 付 け て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に 係 る プ レ ス 金 型 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 上 型 １ ０ と パ ッ ド １ ２ と の 連 結 構 造 に
お い て 、 前 記 上 型 １ ０ の 内 側 の 側 壁 面 １ ０ ａ と 、 前 記 パ ッ ド １ ２ の 外 周 側 壁 面 １ ２ ａ と の
間 に 、 例 え ば 、 弾 性 積 層 体 ２ が 複 数 個 配 設 さ れ 、 当 該 上 型 １ ０ と パ ッ ド １ ２ と の 両 者 を 連
結 す る 連 結 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 記 弾 性 積 層 体 ２ は 、 例 え ば 、 ゴ ム 等 の 弾 性 体 と 鋼 板 等 の 剛 性 体 と を 積 層 し て 成 る も の で
あ る 。 そ し て 、 該 弾 性 積 層 体 ２ の 積 層 し た 端 部 に は 、 剛 性 な 、 例 え ば 、 鋼 製 の 取 付 プ レ ー
ト ２ ａ ， ２ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 前 記 弾 性 積 層 体 ２ は 、 図 １ （ Ａ ） に 示 す 上 型 １ ０ と パ ッ
ド １ ２ と の 連 結 状 態 に お い て 、 そ の 弾 性 体 と 剛 性 体 と の 積 層 面 ２ ｃ が 、 図 １ （ Ｄ ） に 示 す
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よ う に 、 プ レ ス 金 型 １ の プ レ ス 方 向 （ 上 下 方 向 ） ａ と 平 行 に し て 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 記 弾 性 積 層 体 ２ は 、 建 築 構 造 物 の 免 震 装 置 と し て 使 用 さ れ て い る こ と が 知 ら れ て い る が
、 こ れ を 、 プ レ ス 金 型 １ の 上 型 １ ０ と パ ッ ド １ ２ と の 連 結 構 造 に お い て 、 そ の 積 層 面 を 金
型 １ の プ レ ス 方 向 ａ と 平 行 に し て 剪 断 方 向 で 使 用 す る と い う 水 平 思 考 的 発 想 に よ り 、 本 発
明 が 完 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の よ う に 、 上 記 プ レ ス 金 型 １ に お い て 、 上 型 １ ０ と パ ッ ド １ ２ と を 弾 性 積 層 体 ２ に よ っ
て 連 結 す る こ と で 、 素 材 １ ４ の 加 工 を 行 う も の で あ る 。 即 ち 、 図 ２ 乃 至 図 ３ に 示 す よ う に
、 上 型 １ ０ が 上 死 点 に あ る 状 態 で 、 弾 性 積 層 体 ２ に よ り パ ッ ド １ ２ が 略 水 平 に 支 持 さ れ て
い る 。 そ し て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 下 型 １ ３ に 素 材 １ ４ が 搬 入 さ れ セ ッ ト さ れ る 。 上 型 １
０ が 下 降 す る と 、 パ ッ ド １ ２ も 下 降 し て 前 記 素 材 １ ４ の 上 面 に 当 接 し 、 素 材 １ ４ を 押 さ え
込 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 パ ッ ド １ ２ が 下 降 停 止 後 も 、 更 に 上 型 １ ０ が 下 降 し 下 死 点 に 至 る の で 、 複 数 個 の 弾 性
積 層 体 ２ が 当 該 上 型 １ ０ の 剪 断 力 に よ り 弾 性 変 形 す る （ 図 １ （ Ｂ ） 参 照 ） 。 こ の 弾 性 変 形
作 用 に 対 す る 弾 性 積 層 体 ２ の 反 発 力 に よ り 、 パ ッ ド １ ２ の 外 周 縁 部 に 力 Ｆ が 略 均 一 に 加 わ
り 、 素 材 １ ４ の 外 周 縁 部 を し っ か り と 押 さ え つ け る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 上 型 １ ０ に は 、 孔 開 け 用 工 具 １ ０ ｂ 若 し く は 切 断 用 の 工 具 １ ０ ｃ が 設 け ら れ て お り 、
前 記 素 材 １ ４ に 孔 を 開 け る と と も に 、 そ の 外 周 部 を 切 断 す る 。 切 断 等 さ れ た 切 断 片 １ ４ ａ
は 、 外 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 記 上 型 １ ０ が 前 記 下 死 点 か ら 上 昇 さ れ る と 、 前 記 弾 性 積 層 体 ２ が 弾 性 変 形 前 の 状 態 に 戻
る （ 図 １ （ Ｃ ） 参 照 ） 。 更 に 、 上 型 １ ０ が 上 昇 す る と 、 複 数 個 の 弾 性 積 層 体 ２ に よ っ て パ
ッ ド １ ２ が 持 ち 上 げ ら れ て 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 上 型 １ ０ 及 び パ ッ ド １ ２ と が 上 死 点 の 状
態 に 戻 る 。 前 記 パ ッ ド １ ２ は 、 弾 性 積 層 体 ２ の 弾 性 反 発 力 に よ っ て 引 き 上 げ ら れ る の で 、
金 属 同 士 の 衝 突 時 に お け る 高 い 金 属 音 等 の 騒 音 が 生 じ な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
前 記 弾 性 積 層 体 ２ の 連 結 方 法 に つ い て は 、 種 々 の 変 形 例 が 提 案 さ れ る 。 図 ４ （ Ａ ） に 示 す
よ う に 、 弾 性 積 層 体 ２ の 取 付 プ レ ー ト ２ ａ ， ２ ｂ が 、 略 Ｌ 字 型 に 形 成 さ れ て 、 そ の Ｌ 字 型
の 一 端 部 に お い て 上 型 の 下 端 面 １ ０ ｄ 若 し く は パ ッ ド １ ２ の 側 部 上 面 １ ２ ｂ に ネ ジ 孔 が 設
け ら れ 、 ボ ル ト １ ７ で 固 定 さ れ る 連 結 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 場 合 に は 、 弾 性 積 層 体 ２ の 取 付 作 業 性 を 考 慮 し て 、 パ ッ ド １ ２ 側 に 予 め 弾 性 積 層 体 ２
を ボ ル ト １ ７ で 固 定 し 、 そ の 後 、 上 型 １ ０ に ボ ル ト １ ７ で 固 定 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 図 ４ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 上 型 １ ０ の 側 壁 面 の 適 宜 位 置 に 左 右 に 貫 通 す る ボ ル ト 孔
１ ０ ｅ を 所 要 数 設 け る よ う に す る 。 こ の 連 結 方 法 に よ れ ば 、 ボ ル ト １ ７ の 締 結 作 業 が 水 平
方 向 と な っ て 、 作 業 性 が 向 上 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
更 に 、 図 ５ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 上 型 １ ０ の 側 壁 面 の 適 宜 位 置 に 、 弾 性 積 層 体 ２ を 貫 通 さ
せ る こ と の で き る 形 状 及 び 大 き さ の 貫 通 孔 １ ０ ｆ を 設 け る 。 一 方 、 パ ッ ド １ ２ の 外 周 側 壁
面 １ ２ ａ に 、 係 合 用 凹 部 １ ２ ｃ を 設 け る 。 そ し て 、 弾 性 積 層 体 ２ の 取 付 プ レ ー ト ２ ｆ に 、
前 記 係 合 凹 部 １ ２ ｃ に 嵌 合 す る 係 合 凸 部 ２ ｇ が 設 け ら れ る 。 な お 、 こ の 取 付 プ レ ー ト ２ ｆ
は 、 前 記 貫 通 孔 １ ０ ｆ を 貫 通 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 取 付 プ レ ー ト ２ ｅ は 、 貫 通 孔 １ ０ ｆ よ り も 大 き く 、 上 型 １ ０ の 外 周 壁 面 に ボ ル ト １
７ で 固 定 さ れ る 。 こ の よ う な 連 結 構 造 に よ り 、 上 型 １ ０ と パ ッ ド １ ２ と の 上 下 方 向 の 位 置
を 合 わ せ て 、 貫 通 孔 １ ０ ｆ に 弾 性 積 層 体 ２ を 取 付 プ レ ー ト ２ ｆ か ら 先 に 挿 通 さ せ て 、 係 合
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用 凹 部 １ ２ ｃ に 係 合 凸 部 ２ ｇ を 嵌 合 さ せ る 。 ボ ル ト １ ７ で 前 記 取 付 プ レ ー ト ２ ｅ を 固 定 す
る も の で あ る 。 よ っ て 、 上 型 １ ０ の 外 側 か ら だ け の 取 付 作 業 で 済 む こ と に な り 、 取 付 作 業
性 ば か り で な く 交 換 作 業 等 の メ ン テ ナ ン ス 性 が 向 上 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ５ （ Ｂ ） に 示 す 連 結 方 法 は 、 弾 性 積 層 体 ２ の 取 付 プ レ ー ト ２ ｈ を Ｌ 字 型 に す る と と も に
、 上 型 １ ０ の 下 部 に 切 欠 き 部 １ ０ ｇ を 設 け て 、 前 記 前 記 取 付 プ レ ー ト ２ ｈ の 一 端 部 と 前 記
切 欠 き 部 １ ０ ｇ と を 係 止 さ せ 、 鉄 製 又 は 鋼 製 の 固 定 プ レ ー ト １ ８ に よ り 、 ボ ル ト １ ７ で 下
か ら 固 定 し 、 間 接 的 に 取 り 付 け る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 図 ６ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 上 型 １ ０ の 側 壁 面 の 適 宜 位 置 に 、 弾 性 積 層 体 ２
及 び 取 付 プ レ ー ト ２ ｉ を 貫 通 さ せ る こ と の で き る 形 状 及 び 大 き さ の 貫 通 孔 １ ０ ｈ を 設 け る
。 前 記 取 付 プ レ ー ト ２ ｉ は 、 横 幅 が 弾 性 積 層 体 ２ の 本 体 部 分 と ほ ぼ 同 じ 寸 法 で あ る が 、 上
下 方 向 の 高 さ 寸 法 は 大 き く な っ て い て 、 貫 通 孔 １ ０ ｈ を 通 し て 取 付 位 置 の 部 分 で あ る 上 下
部 分 が 直 接 見 え る よ う に な っ て い る 。 こ の 上 下 部 分 に 、 ボ ル ト １ ７ を パ ッ ド １ ２ に 固 定 作
業 す る た め の ボ ル ト 用 貫 通 孔 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 上 型 １ ０ 側 の 取 付 プ レ ー ト ２ ｊ は 、 図 示 の よ う に 、 弾 性 積 層 体 ２ の 本 体 部 分 の 横 幅
よ り も 長 く 前 記 貫 通 孔 １ ０ ｈ を 水 平 方 向 に 跨 ぐ 長 さ で あ り 、 上 下 方 向 の 高 さ 寸 法 は 、 ほ ぼ
同 じ か そ れ よ り も 小 さ い 。 前 記 取 付 プ レ ー ト ２ ｉ の 上 下 部 分 を 隠 さ な い よ う に し て ボ ル ト
１ ７ の 締 結 作 業 を 確 保 す る た め 、 当 該 取 付 プ レ ー ト ２ ｉ の 取 付 位 置 の 部 分 を 避 け た 形 状 と
大 き さ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の 連 結 方 法 で は 、 連 結 作 業 に お い て 、 上 型 １ ０ の 側 壁 面 か ら 貫 通 孔 １ ０ ｈ を 通 し て 、 弾
性 積 層 体 ２ を 水 平 方 向 で 取 付 け 作 業 及 び 交 換 作 業 が 可 能 と な り 、 メ ン テ ナ ン ス 等 の 作 業 性
が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
上 記 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に 係 る プ レ ス 金 型 は 、 プ レ ス 金 型 に お け る 、 上 型 と パ ッ ド と
の 連 結 構 造 に お い て 、 前 記 上 型 の 内 側 側 壁 面 と 、 前 記 パ ッ ド の 外 周 側 壁 面 と の 間 に 弾 性 積
層 体 を 介 し て 、 当 該 上 型 と パ ッ ド と の 両 者 を 連 結 す る と い う 、 従 来 に お い て 類 を 見 な い 連
結 構 造 と な り 、 従 来 の パ ッ ド 支 持 用 の サ イ ド ピ ン が 不 要 と な る と と も に 、 ス ラ イ ド プ レ ー
ト も 不 要 と な っ て 、 部 品 点 数 が 大 幅 に 削 減 さ れ る 。
ま た 、 前 記 弾 性 積 層 体 が パ ッ ド の 外 周 側 壁 面 に 取 り 付 け ら れ る の で 、 パ ッ ド の 外 周 縁 部 に
お い て 押 圧 力 が 発 生 し 、 素 材 の 加 工 に お い て 、 そ の 加 工 部 分 で あ る 素 材 の 外 周 部 に 近 い と
こ ろ に 、 均 一 な 押 圧 力 が 加 わ る よ う に な る 。 よ っ て 、 プ レ ス 金 型 の プ レ ス 方 法 と し て 好 ま
し い も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 前 記 サ イ ド ピ ン 等 の 部 品 点 数 の 削 減 に 伴 い 、 パ ッ ド 側 の 取 付 構 造 も 簡 易 に な り 、 パ
ッ ド の 製 造 コ ス ト が 大 幅 に 低 減 さ れ る 。 ま た 、 パ ッ ド 全 体 の 軽 量 化 も 可 能 と な る 。
更 に 、 パ ッ ド を 弾 性 積 層 体 で 支 持 す る の で 、 従 来 の 課 題 で あ っ た サ イ ド ピ ン で の 衝 突 音 が
解 消 さ れ て 、 騒 音 が 著 し く 低 減 さ れ る 。 工 場 周 囲 へ の 騒 音 公 害 対 策 と し て 大 き く 貢 献 す る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
弾 性 積 層 体 の 取 付 構 造 に お い て 、 弾 性 積 層 体 の 取 付 プ レ ー ト は 、 略 Ｌ 字 型 に 形 成 さ れ て 、
そ の Ｌ 字 型 の 一 端 部 に お い て 上 型 の 下 端 面 若 し く は パ ッ ド の 側 部 上 面 に 固 定 さ れ る こ と に
よ り 、 簡 易 な 取 付 構 造 に す る こ と が で き る 。 ま た 、 弾 性 積 層 体 の 取 付 プ レ ー ト の う ち 、 パ
ッ ド 側 の 取 付 プ レ ー ト は 、 パ ッ ド の 外 周 壁 面 に 設 け た 係 合 用 凹 部 に 嵌 合 す る 係 合 凸 部 が 設
け ら れ て い る こ と で 、 パ ッ ド 側 の ボ ル ト 締 結 作 業 が 省 略 さ れ て 、 取 付 作 業 が 簡 略 化 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-167552 A 2004.6.17



更 に 、 上 型 の 側 壁 に 内 外 に 貫 通 さ れ る と 共 に 弾 性 積 層 体 を 貫 通 さ せ る こ と の で き る 形 状 と
大 き さ に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 が 設 け ら れ 、 前 記 弾 性 積 層 体 の 取 付 プ レ ー ト の う ち 上 型 側 の 取
付 プ レ ー ト は 、 前 記 貫 通 孔 を 跨 ぐ と 共 に パ ッ ド 側 の 取 付 プ レ ー ト の 取 付 位 置 の 部 分 を 避 け
た 形 状 と 大 き さ に 形 成 さ れ て い る こ と で 、 上 型 の 外 側 か ら 弾 性 積 層 体 の 取 り 付 け 作 業 が 可
能 と な り 、 取 付 作 業 性 及 び そ の 後 の メ ン テ ナ ン ス 性 も 向 上 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る プ レ ス 金 型 １ の 構 成 を 示 す 、 概 略 平 面 図 （ Ａ ） 、 概 略 正 面 図 で 下 死
点 に お け る 状 態 図 （ Ｂ ） 、 同 上 死 点 で の 状 態 図 （ Ｃ ） 、 弾 性 積 層 体 ２ の 断 面 図 （ Ｄ ） で あ
る 。
【 図 ２ 】 同 本 発 明 に 係 る プ レ ス 金 型 １ の 上 死 点 で の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 本 発 明 に 係 る プ レ ス 金 型 １ の 下 死 点 で の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 弾 性 積 層 体 ２ の 連 結 構 造 を 示 す 実 施 例 図 （ Ａ ） ， （ Ｂ ） で あ る 。
【 図 ５ 】 同 弾 性 積 層 体 ２ の 連 結 構 造 を 示 す 実 施 例 図 （ Ａ ） ， （ Ｂ ） で あ る 。
【 図 ６ 】 同 弾 性 積 層 体 ２ の 連 結 構 造 を 示 す 正 面 図 （ Ａ ） と 断 面 図 （ Ｂ ） で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 例 に 係 る プ レ ス 金 型 の 平 面 図 （ Ａ ） と 、 正 面 図 （ Ｂ ） で あ る 。
【 図 ８ 】 同 従 来 例 に 係 る プ レ ス 金 型 の 使 用 状 態 に お け る 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 　 プ レ ス 金 型 、 　 　 　 　 ２ 　 　 　 　 　 　 　 弾 性 積 層 体 、
２ ａ ， ２ ｂ 　 　 取 付 プ レ ー ト 、 　 　 　 ２ ｃ 　 　 　 　 　 　 積 層 面 、
２ ｆ 　 　 　 　 　 取 付 プ レ ー ト 、 　 　 　 ２ ｇ 　 　 　 　 　 　 係 合 凸 部 、
２ ｈ 　 　 　 　 　 取 付 プ レ ー ト 、 　 　 　 ２ ｉ 　 　 　 　 　 　 取 付 プ レ ー ト 、
２ ｊ 　 　 　 　 　 取 付 プ レ ー ト 、
１ ０ 　 　 　 　 　 上 型 、 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ ａ 　 　 　 　 　 側 壁 面 、
１ ０ ｂ 　 　 　 　 孔 開 け 用 工 具 、 　 　 　 １ ０ ｃ 　 　 　 　 　 切 断 用 の 工 具 、
１ ０ ｄ 　 　 　 　 上 型 の 下 端 面 、 　 　 　 １ ０ ｅ 　 　 　 　 　 ボ ル ト 孔 、
１ ０ ｆ 　 　 　 　 貫 通 孔 、 　 　 　 　 　 　 １ ０ ｇ 　 　 　 　 　 切 欠 き 部 、
１ ０ ｈ 　 　 　 　 貫 通 孔 、 　 　 　 　 　 　 １ １ 　 　 　 　 　 　 弾 性 部 材 、
１ ２ 　 　 　 　 　 パ ッ ド 、 　 　 　 　 　 　 １ ２ ａ 　 　 　 　 　 外 周 側 壁 面 、
１ ２ ｂ 　 　 　 　 側 部 上 面 、 　 　 　 　 　 １ ２ ｃ 　 　 　 　 　 係 合 用 凹 部 、
１ ３ 　 　 　 　 　 下 型 、 　 　 　 　 　 　 　 １ ４ 　 　 　 　 　 　 素 材 、
１ ５ 　 　 　 　 　 ス ラ イ ド プ レ ー ト 、 　 １ ６ 　 　 　 　 　 　 サ イ ド ピ ン 、
１ ７ 　 　 　 　 　 ボ ル ト 、 　 　 　 　 　 　 １ ８ 　 　 　 　 　 　 固 定 プ レ ー ト 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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